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ガイアF1パイルSR工法の概要

適用地盤 先端翼径
最大施工深さ
※10m以深は近隣ボーリングデータを参照します

: 砂質土地盤(礫質土地盤を含む）・粘性土地盤
■適用範囲

■長期に生じる力に対する地盤の許容支持力(kN)

■地盤で決まる許容支持力(kN)

: スクリューウエイト貫入試験

: 下記の①～③の条件をすべて満たす小規模建築物
①地上3階以下　②建築物の高さ13m以下　③延べ面積1500㎡以下(平屋に限り3000㎡以下）

: 76.3mm～190.7mm
: 60.5mm～190.7mm

: 200mm～550mm
: 鋼管径の130倍かつ20mまで

大型動的コーン貫入試験
試験方法

先端軸部径
鋼管軸部径

適用構造物

先 端 値N’ : 4 値 20N’

・LRa=補強材の長期許容支持力(kN)
・Ru =補強材の極限支持力(kN)LRa=       Ru3

1

ガイアF１パイルSR工法の打ち止め管理概要

①試験施工
支持させる地盤に達したことの確認および打ち止め時の判断は
設計深度に達した時とし、この時の施工トルク値の80%を管理値とする。

②本施工
支持させる地盤に達したことの確認および打ち止め時の判断は
施工トルクが試験施工で決定した管理値以上、あるいは1回転あたりの
貫入量が5mm以下(20回転以上させて測定した平均値)となった場合とする。

Ru= α sw・N’・Ap
α sw＝270 ・N’＝補強材の先端付近の

N’の平均値で、
　 N’ 20とする

施 工 管 理
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ガイアF1パイルSR工法技術委員会により
指導された施工管理技術者が、施工管理を行います。

表面



ガイアF1パイルSR工法の概要

特徴① 特徴②

■補強材の構造

拡翼

補強材長

継手位置

補強材長
補強材先端

補強材先端

掘削刃

D Dw

DwD

D

掘削刃

拡翼

■先端翼の形状

鋼管軸部

t２

t２

t１

2サイズま
で

ダウン可能
!
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6.0
5.0
7.1
5.3
7.0

STK400(mm)
軸部径

(mm)
厚さ

STK490
短期許容ねじり強さ(kN・m)

165.2

190.7

・鋼管軸部径を先端軸
部径よりも最大で
2サイズダウン可能
・施工性と貫入量に
差がつく先端形状

拡翼と鋼管先端部に【掘削補助刃】を取り付け可能
で、様々な地盤条件に合わせた施工ができます。

○…掘削補助刃○…掘削補助刃

■短期許容ねじり強さ(kN・m)

部
軸
管
鋼

先端軸部

※　先端軸部にφ190.7を使用する場合は溶接強度(39.8kN.m)を超えないよう注意が必要です

施工性の高い2枚羽
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